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【長岡花火発信事業】 ～長岡の誇りを次世代に～ 

 

     戦災や自然災害からの復興を遂げた長岡市。その復興魂から生まれた長岡まつり大花火大会

やフェニックス花火を築き上げた先人たちの心を、我々は次代を担う子どもたちに出張授業

という形で伝えて参りました。本年は震災から 20年の節目の年。昨年までと比べ、学校から

の要請も少しずつ増加して参りました。今の子ども達が中越地震を経験していない中で、今年

度は次世代にフェニックス花火の思いをつなげる活動を精力的に行って参りました。 

 

（１）長岡花火普及啓発事業 

     一般財団法人長岡花火財団フェニックスボランティア部会と連携し、小中学校を対象とした

「出張花火ミュージアム」については長岡市内小中学校 4校実施がありました。 

     （豊田小・千手小・川崎東小・宮内中） 

     その中で長岡市立豊田小学校 6 年生との総合学習の取り組みで「ともに上げようフェニック

スプロジェクト」と題し、能登半島地震で傷ついた石川県七尾市立小丸山小学校の 6 年生と

共に、能登の復興を願った花火を打ち上げることができました。フェニックス花火についての

出張授業から、子供たち主体での募金活動、それを支えるためのクラウドファンディングの実

施、長岡花火財団、花火師さん、明治安田生命、平原綾香さん、長岡長生ＬＣなど様々な方々

の協力を得て成し遂げることができました。 

     この経験を通して、次世代を担う子ども達の可能性を強く信じることができました。そして、

これからも長岡の誇りを次世代に繋げるために精力的に活動して参ります。 

 

 （２）長岡花火発信事業 

     一般財団法人長岡花火財団、NPO法人ながおか未来創造ネットワークと連携し、アオーレ 

長岡シアター付設の「長岡花火情報室」にて、市内外からの来場者に向け、通年で長岡花火 

の魅力を発信するとともに、おもてなしの心で長岡花火ファンの増大を目指し事業を実施 

いたしました。今年度も市内・県内の小中学生へ向け長岡花火の歴史やフェニックス花火 

誕生の経緯などを解説いたしました。 

 

アオーレ長岡３Ｄシアター・長岡花火情報室来場   １２，０８６名     

 

   

    

 

 

 



【花火打上支援事業】 ～震災から 20年の節目にフェニックス花火の理念を広く伝播する～ 

 

（１）フェニックス花火協賛金募金事業 

     2004年 10月 23日の新潟県中越大震災からの一日も早い復興を祈願し、またご支援いただい

た多くの方々への感謝のシンボルとして「復興祈願花火フェニックス」と題し、世界一として

誇れるような壮大な規模の花火を打ち上げ実現することができました。 

     フェニックス花火はこのように生まれ、今や長岡まつり大花火大会の目玉である花火とまで

になりました。しかし、フェニックス花火がご協賛頂いたお一人お一人の募金によって打ち上

がっている花火であるという事は年々風化しているように感じます。その結果、年々協賛金額

が減少の一途をたどっております。 

     その事に危機感を持ち、今年度は新たな取組として「クラウドファンディング」を実施しまし

た。クラウドファンディングの取り組みを通じて、市外、県外の多くの方々へ、長岡花火の事、

フェニックス花火の事を広く知っていただき、一人でも多くの方々に応援していただく事を

目的とし実施致しました。 

     初の試みで思うように行かない事も多々ありましたが、市外県外の多くの方々に知っていた

だく事につながりました。その結果支援を広げることができました。 

     これからもクラウドファンディングのみならず、あらゆる方法を模索し支援の輪を広げてい

きたいと思います。 

 

     クラウドファンディング「長岡花火｜あなたの支援が復興祈願花火フェニックスの糧に！」 

               支援者計 ７２４名 

支援総額 １７，６５２，８８４円 

               もう一度プロジェクトをやって欲しい ５６５名 

     

（２）長岡まつり大花火大会フェニックス席の設営・運営業務 

長岡まつり大花火大会会場のフェニックス席は、大学生を中心としたボランティアスタッフ 

により、設営・運営しております。ただ当日の人員としてのボランティアではなく、県内外か 

ら集まる大学生ボランティアに長岡の誇りである花火とフェニックス花火の想いを広く伝え 

当日の活動への協力がフェニックス花火の協賛につながっている事を理解してもらう事に 

意義があるものと考えております。 

今年度は IVUSA(国際ボランティア学生協会)、長岡造形大の学生に加え、長岡大学レオクラ 

ブの学生さんも一緒に活動を致しました。活動に触れた学生は、長岡花火の事、そしてフェニ

ックス花火の事に今までよりも理解を深めてくれた事と思います。これからも更に新たなボ

ランティアの輪を広げ、多くの若い世代にフェニックス花火の想いを伝えて参ります。 

 

 （３）復興祈願花火フェニックス２０２４ ２０ｔｈバージョンの打上支援 

今年のフェニックス花火は２０ｔｈバージョンとして、石川・能登の方々を元気にする花火と

して、冒頭 2015年に能登半島が舞台のＮＨＫ連続テレビ小説「まれ」の主題歌で、現在能登

半島地震の「復興のメロディー」となっている「まれぞら」を使用したミュージック花火を打

ち上げ、その後「ジュピター」を使ったフェニックス花火を打ち上げました。 

私たちは「ジュピター」に乗せて打ち上げた「フェニックス」に復興への歩みを後押しされま

した。 ⾧岡花火を通して私たちだからできることは、ご覧いただく観客の皆さんと一緒に能



登に想いを寄せ、復興を願うエール花火をこの応援歌とともにという想いで打ち上げました。 

この「まれぞら」を歌って頂いたのは、長岡少年少女合唱団の皆さんです。そして、マスコミ・

市の広報などでの拡散、当日の花火プロフラムに歌詞を載せて頂くなどを実施し、当日ご来場

いただいた多くのお客さまにも、一緒に歌って頂く事にも取り組みました。そして長岡市の協

力もあり、石川能登でのパブリックビューイングにて七尾市立小丸山小の子どもたちを始め

とした方々にも花火を見ていただく事が出来ました。長岡から能登に元気と勇気を発信した

い。そしてこれからの復興の力になって欲しい。その想いが少しでも被災された方々に伝わる

ように実施を致しました。 

これからもフェニックス花火は復興と平和のシンボルとして日本を元気にする存在としたい。

その想いで活動して参ります。 

 

（４）フェニックス花火協賛シール 

シール協賛：７８社 １，６０６，０００円 

               

（５）「フェニックス花火」支援自動販売機設置事業 

   協賛金：７１，６４９円（2024年 3月 31日現在） 

 

 

フェニックス花火協賛金：２９，６３４，９０６円（2023年 9月 1日～2024年 8月 31日） 

           （クラウドファンディング含む） 

 

協力団体：株式会社 CAMPFIRE 

一般社団法人長岡青年会議所、アクシアル リテイリング株式会社他、協賛企業 

  リバーサイド千秋、道の駅ながおか花火館 募金箱設置協力企業・店舗 

  長岡少年少女合唱団、長岡市 

 

 

         

 

 



 

【プロジェクト事業】 ～事業を通じた地域の活性化への寄与～ 

 

長岡には長岡花火をはじめ、歴史、文化、自然、景観、特産物など多くの地域資源を有しておりま

す。これらの地域資源を発掘し、光を当てることにより地域の魅力や価値の向上を図り、更なる地

域の活性化を目指します。その活動を通じて様々なネットワークを構築し、地域を盛り上げて参り

ました。 

 

     ・おもてなし事業（フェニックス席での飲食ブースの設営） 

     ・フェニックス関連グッズなどの開発販売 

 

   ※長岡米百俵フェスは今年の開催はありませんでした。 

 

（１）長岡まつり大花火大会フェニックス席 おもてなしブース 

  日付：2024年 8月 2・3日 

  会場：長岡まつり大花火大会 右岸 フェニックス席 

  飲食出店： ６店 

       

        

 

 

（２）フェニックス花火カレンダー 

発売：2024年 11月 20日 

   製作：７，５００枚 

   販売：７，４００枚 

   購入企業・団体：１８社  ７，０００枚      

         

        



 

（３）第 18回フェニックスカップジュニアバレーボール大会 

  日付：2024年 7月 13日 

  会場：長岡市みしま体育館 

  参加：１６チーム ５００名 

 

       

 

 

 

 

 

【中心市街地活性化事業】～まちなか賑わい創出事業～ 

 

長岡市中心市街地（まちなか）の活性化を目的に他の団体、施設、店舗等と連携し、大型ＬＥＤ 

ビジョン「まちかどフェニックスビジョン」を活用し情報を発信しました。 

  

■まちなか情報発信事業■（通年事業） 

大型ＬＥＤビジョン「フェニックスビジョン」にて長岡まつり時の交通情報の発信をはじめ 

中心市街地でのイベントで活用する等、長岡市の旬な情報を発信。大花火大会時の交通情報で

は上映時間を延長することにより帰路の混雑緩和、混乱を抑制することができました。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 



 

【委託・ソリューションサービス事業】 

 

  一般財団法人長岡花火財団をはじめとする他団体からの委託事業を効果的に運営するためシステム 

開発・構築を行い、多様化するニーズによる「新しい公共」のサービスを提供しました。 

 

■長岡花火関連事業■（長岡花火発信事業、花火打上支援事業・プロジェクト事業再掲） 

 ・長岡花火普及啓発業務 

 ・フェニックス花火協賛金募集・管理業務 

  ・フェニックス席管理運営業務 

 ・長岡花火関連商品販売委託業務 

 ・フェニックス席設営管理業務    

  ・「復興祈願花火フェニックス」協賛金募集クラウドファンディング事業 

 

■中心市街地活性化関連事業■（中心市街地活性化事業再掲） 

  ・まちなか情報発信事業 

  ・市政上映管理業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画像提供】 

           長岡市 

（一財）長岡花火財団 

ＮＰＯ法人ながおか未来創造ネットワーク 

 

 

企業・団体名の敬称は省略させていただきます 


